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関西学院大学の主な取り組み6

■必要単位数（学部）
神
学
部

コース名 修業年限 共通必要単位数 コース必要単位教 合　計キリスト教教育科目 言語教育科目 基礎教育科目 専門基礎科目 専門専攻科目 自由履修科目
キリスト教神学・伝道者コース ４年 8 16 8 28 30 34 124
キリスト教思想・文化コース ４年 8 16 8 24 20 48 124

文
学
部

学科名 修業年限 共通科目 学科科目 自由履修科目 合　計

文 化 歴 史 学 科 ４年 40 52 32 124
総 合 心 理 科 学 科 ４年 40 52 32 124
文 学 言 語 学 科 ４年 40 62 22 124

（単位）

社 会 学 部 修業年限 A 群科目 ( 必修科目 ) B 群科目 ( 選択必修科目 ) A 群科目、B 群科目、C 群科目（自由選択
科目）及び他学部開設科目 合　計

４年 40 64 20 124

法 学 部 修業年限 基礎科目群、教職関連科目
及び他学部開設科目 専門科目群 任意の科目 合　計

４年 40 74 10 124

経 済 学 部 修業年限 総合教育科目 専門教育科目 左記を含めて 合　計

４年 34 74 124

商 学 部 修業年限 キリスト教
科目

言語教育
科目

基礎科目 共通科目 コース専門
科目

基礎科目・共通科
目・コース専門科目
から選択した科目

商学部における授業科
目及び他学部の授業
科目から選択した科目

合　計専門
基礎科目

教養
基礎科目

法学
関係科目

４年 4 16 20 8 4 20 28 24 124

理 工 学 部 修業年限 総合教育科目 専門教育科目 合　計

４年 32 96 128

総 合 政 策 学 部 修業年限 キリスト教科目 専門教育科目
専門基礎科目

専門教育科目
専攻科目

専門教育科目
演習科目 左記を含めて 合　計

４年 4 54 40 12 124

人 間 福 祉 学 部 修業年限 総合教育科目 専門教育科目 関連共通科目 合　計

４年 36 80 8 124

教 育 学 部 修業年限 総合教育科目 専門教育科目 左記を含めて 合　計

４年 26 78 124

国 際 学 部 修業年限 キリスト教科目 言語教育科目 国際基礎科目 国際専門科目 言 語 教 育 科目、国 際 基 礎 科目及
び国際専門科目から選択した科目

領域関連科目及び自由履
修 科目から選 択した科目 合　計

４年 4 24 18 50 8 20 124

成績評価は、秀又はＳ（90点以上）・優又はＡ（80点以上）・良又はＢ（70点以上）・可又はＣ（60点以上）、及び、不可又はＦ（60点未満）とし、秀又はＳ・優又はＡ・良又はＢ、及び、
可又はＣを合格とする。
成績評価に対してグレードポイントを与える。秀又はＳ（90点以上）は４、優又はＡ（80点以上）は３、良又はＢ（70点以上）は２、可又はＣ（60点以上）は１、及び、不可又はＦ（60
点未満）は０とする。

■取得可能な学位及び専攻名
学士学位 修士学位 博士学位

▪学修・修業に関する情報

■学修成果に係る評価（学部）

学部 学科・専攻 付記する名称
神 学 部 神学

文 学 部
文化歴史学科

文学総合心理科学科
文学言語学科

社 会 学 部 社会学科 社会学

法 学 部 法律学科 法学政治学科
経 済 学 部 経済学
商 学 部 商学

理 工 学 部

数理科学科
理学物理学科

化学科

生命科学科 生命科学専攻 生命科学生命医化学専攻
情報科学科 情報科学
人間システム工学科 工学

総合政策学部

総合政策学科

総合政策メディア情報学科
都市政策学科
国際政策学科

人間福祉学部
社会福祉学科 社会福祉学
社会起業学科 社会起業
人間科学科 人間科学

教 育 学 部 幼児・初等教育学科 教育学臨床教育学科
国 際 学 部 国際学科 国際学

研究科 専　　攻 付記する名称
神 学 研 究 科 神学専攻 神学

文 学 研 究 科

文化歴史学専攻

哲学
美学
芸術学
歴史学
地理学

総合心理科学専攻 心理科学
学校教育学

文学言語学専攻 文学
言語学

社 会 学 研 究 科 社会学専攻 社会学
法 学 研 究 科 法学・政治学専攻 法学
経 済 学 研 究 科 経済学専攻 経済学

商 学 研 究 科 商学専攻

商学
経営学
会計学
マーケティング
ファイナンス
ビジネス情報
国際ビジネス

理 工 学 研 究 科

数理科学専攻 理学
物理学専攻 理学

工学
国際自然科学

化学専攻
生命科学専攻
情報科学専攻 理学

工学

総合政策研究科 総合政策専攻
総合政策
メディア情報
国際開発戦略

言語コミュニケー
ション文化研究科

言語コミュニケーション
文化専攻

言語科学
言語文化学
言語教育学
日本語教育学

人間福祉研究科 人間福祉専攻 人間福祉
教 育 学 研 究 科 教育学専攻 教育学

研究科 専　　攻 付記する名称
神 学 研 究 科 神学専攻 神学

文 学 研 究 科

文化歴史学専攻

哲学
美学
芸術学
歴史学
地理学

総合心理科学専攻 心理学
教育心理学

文学言語学専攻 文学
言語学

社 会 学 研 究 科 社会学専攻 社会学

法 学 研 究 科
政治学専攻

法学基礎法学専攻
民刑事法学専攻

経 済 学 研 究 科 経済学専攻 経済学
商 学 研 究 科 商学専攻 商学

理 工 学 研 究 科

物理学専攻
理学
工学

化学専攻
生命科学専攻
情報科学専攻

総合政策研究科 総合政策専攻 総合政策
言 語 コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョン
文 化 研 究 科

言語コミュニケーション
文化専攻

言語コミュニケー
ション文化

人間福祉研究科 人間福祉専攻 人間福祉
教 育 学 研 究 科 教育学専攻 教育学
経営戦略研究科 先端マネジメント専攻 先端マネジメント
上記の他専攻分野として「学術」を付記することができる。

専門職学位
研究科 専　　攻 名　　称

司 法 研 究 科 法務専攻 法務博士（専門職）

経営戦略研究科 経営戦略専攻 経営管理修士（専門職）
会計専門職専攻 会計修士（専門職）
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（単位：名）

■卒業後の進路（学部）
■就職決定率（2010年度）

■国際交流
32カ国・地域、約130大学・コンソーシアムとの留学・学術交流ネットワーク

■規模別就職状況（2010年度）

■業種別就職状況（2010年度）

男　子 96.4％

製造業
18.0%

建設業 2.7%

情報通信業
6.0%

卸売業
11.1%

小売業
5.3%

金融業・保険業
23.4%

公務
6.6％

教育・学習支援業
20.6％

女　子 96.1％

①全学部

②理工学部

従 業 員 数 男　　子 女　　子 計
5000人以上 
1000人以上 
500人以上 
100人以上 

21.9%
34.3%
12.1%
21.0%

23.2%
27.6%
11.3%
23.9%

22.6%
31.0%
11.7%
22.4%

■就職・大学院進学状況（推移）

■国際交流協定締結先機関　（2011年３月現在）　

留学（交換・中期）・外国語研修・国際学生セミナー・専門職大学院留学・研修 大学・大学院
■海外留学派遣者数（2010年度） ■外国人留学生在籍者数（2010年５月）

進　　路

そ　の　他
計

（注）・自営も就職者「上記以外」に算入
・総務省（郵政）→郵政公社　2003年度の公社化後は「民間企業」区分に算入
・文部科学省（国立大学職員）→2004年度の独立行政法人　独法化後は「民間企業」区分に算入
・進学には卒業後、本学他学部編入学者、他大学学部への“学士入学者”及び進学先大学院名不明を進学者「その他」に算入

（注）数値は小数点第２位で四捨五入

2006年度

就　職

進　学

3,084
130
47
12
225
101
53
443
4,095

2007年度
3,029
130
48
17
253
121
27
456
4,081

2008年度
3,123
136
60
11
223
99
27
449
4,128

2009年度
2,869
181
62
12
244
92
40
649
4,149

13527 10 1 1 3 12 13 4 1 4 4 1 1 1 1 5 10 9 9 1 1 1 1 1 2 2 2 1 1 1 1 1 2

2010年度
3,006
217
82
15
298
90
36
678
4,422

民 間 企 業
官 公 庁
教 員
上 記 以 外
自 大 学 院
他 大 学 院
そ の 他

関西学院大学は世界32カ国・地域、約130大学・コンソーシアム等との国際的なネットワークを展開しています。海外協定校は、交換留学や外国語研修などで学生が
派遣される「交換留学等実施大学」、主に教員・研究者が学術交流をしている「学術交流等実施大学」とに分かれています。関西学院大学では、創立者ランバスの世
界市民の精神を受け継ぎ、毎年協定校ネットワークを広げ、国際的教育プログラムを充実させています。

合計
487人

合計
583人 中国

342人
59％

韓国
99人
17％

カナダ
237人
48％

イギリス
47人　10％

フランス
23人　5％

オーストラリア
20人　4％

中国
26人　5％

アメリカ
63人　13％

アメリカ
40人　7％

台湾
13人　2％

タイ
11人　2％

イギリス
12人　2％ドイツ

　　30人　6％

インドネシア
14人　3％

その他
27人　6％

その他
66人　11％

合

計

国

連

関

係

ジ
ン
バ
ブ
エ

ト

ル

コ

ポ
ー
ラ
ン
ド

ラ

ト
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ア
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イ
ス
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ン
ド
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ン
ラ
ン
ド

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

ノ
ル
ウ
ェ
ー

ス

イ

ス

デ
ン
マ
ー
ク

ク
ロ
ア
チ
ア

イ

タ

リ

ア

オ

ラ

ン

ダ

ド

イ

ツ

フ

ラ

ン

ス

英

国

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

フ
ィ
リ
ピ
ン

ネ

パ

ー

ル

モ

ン

ゴ

ル

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

タ

イ

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

ベ

ト

ナ

ム

台

湾

中

国

韓

国

ブ

ラ

ジ

ル

コ
ス
タ
リ
カ

メ

キ

シ

コ

カ

ナ

ダ

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

計

国・地域名

運輸業 3.4% 医療・福祉 3.6% その他サービス 6.7%
電気・ガス・熱供給・水道業 0.2%

宿泊業・飲食サービス業 1.3%

マスコミ 2.5% 不動産業・リース業 2.4%
教育・学習支援業 5.2%

複合サービス事業 1.8%

製造業
21.3%

建設業 1.4%

情報通信業
21.3%

卸売業
9.2%

運輸業
4.3%

公務
3.5％

その他サービス 5.7%
電気・ガス・熱供給・水道業 0.7% 小売業 2.8%

マスコミ 0.7%

不動産業・リース業 1.4%

金融業・保険業 5.7% 複合サービス事業 1.4%
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▪社会貢献・連携活動（2010年度）
機　　　能

生 涯 学 習 支 援
1970年以来の伝統ある「オープンセミナー」をはじめとして、関西学院大学は、生涯学習に先駆的に取り組んできました。人文科学・社会科学・
自然科学の分野が揃う総合大学の強みを活かし、多彩な講座で生涯学習を支援しています。
また、目まぐるしく変化するビジネス社会において、職業上の知識・技術の修得を目的とした、ビジネスに役立つ学習機会を提供する「ビジネス・
キャリアアップ」を実施しています。

地 域 連 携 活 動
古くから社会貢献としての地域連携を推進してきた関西学院大学において、近年は、地域の技術力開発や都市再生に貢献する、学生参加型の
連携プロジェクトを展開しています。
技術・経営、法務・税務のコンサルティングなどの幅広い支援を提供する産学官民連携の総合窓口となるオフィスを東大阪に開設しています。
さらに、これらの地域以外においても多彩な地域連携を展開し、大学が地域に果たす新たな可能性を広げています。

産 業 界 と の 連 携

関西学院大学がこれまで培ってきた教育・研究成果を、広く社会に還元し、活用していくために、企業、自治体、NPOといった産業との連携を強
化する支援体制を整備しています。
総合政策研究科では、産学官の研究交流促進を図る組織として「リサーチ・コンソーシアム」を設立しました。教員や学生とともに「自然と人間
の共生、人間と人間の共生」を基本理念に掲げ、活動しています。
また、経営戦略研究科では、その研究成果を広く社会に還元するために、企業の社員研修を実施しています。独自の教材、プログラムの内容に最
適な講師の採用など、ビジネスで実践的に活かせる大学の“知”を提供する、充実した講義を展開しています。
さらに、キャリア教育の一環として種々のインターンシッププログラムを提供し、企業、自治体、NPOといった産業との連携を強化しつつ学生の
成長を図っています。

起 業 家・ 経 営
者 の 総 合 支 援

関西学院大学では、これからの社会の活性化の鍵を握る起業家や経営者にも、画期的なサポートシステムを用意しています。
ビジネスクリニックでは、経営や技術のコンサルティング、法務・税務相談などを実施しています。
さらに、資金面においても池田泉州銀行との提携投融資制度を設けるなど、ビジネスを全面的にサポートする体制を整えています。

国 際 協 力

開学以来、積極的な国際交流を進めてきた関西学院大学において、32カ国・地域の約130大学・コンソーシアム等と連携し、国際的な教育・研
究を展開しています｡　
国連ボランティア計画（UNV）と協定を結び、2004年度から国連情報技術サービス(UNITeS)ボランティアとして学生派遣をスタートさせまし
た。2008年度からは教育、環境、健康など国連ミレニアム開発目標(MDGs)の達成に貢献する広い分野に国連学生ボランティアを派遣していま
す。
また、関西学院大学、神戸大学、大阪大学の共同で設立されたEUインスティテュート関西では、さまざまな教育、研究、普及・交流活動を通じ
て、日本とヨーロッパの相互理解に貢献することをめざします。
“国際性”を強みとする関西学院大学だからこそできる、新たな国際協力のカタチを追求し、これまでの国際的な知の集積を社会へ還元するため
のセミナーやフォーラムの開催、さらに世界的に大きな影響力を持つリーダーたちを招聘した講演会やセミナーなども多数開催しています。

市 民 へ の 支 援
社会へ開かれた大学として、関西学院大学は、地域へ、そして、世界へ、さまざまな取り組みを実施しています。
地域住民や地元企業・団体のみなさまを中心に、知的空間、スポーツ施設、レクリエーション施設などの学校施設を開放しています。
また、ロースクール（法科大学院）教育の一環として市民を対象とした無料法律相談「リーガルクリニック」を開催しています。

学 校 と の 連 携

大学間の知的交流を行っています。2006年6月に設立された大学コンソーシアムひょうご神戸（2011年3月現在、33大学、9短期大学・短期大
学部が参加）において、関西学院大学は国際交流委員会の委員長校を担うなど、知の活性化を目的に大学と地方自治体が連携するあらゆる活
動に参加しています。
また、学校間を超えて地域社会での連携した教育が必要となる中、現代の教育的ニーズに対して小・中・高との連携を推進し、新たな教育の可
能性を追求しています。

キ リ ス ト 教 主 義
教 育 に よ る 貢 献

キリスト教主義を建学の精神とする関西学院大学は、各種のキリスト教関係のプログラムを実施しています。聖歌隊、ハンドベル、バロックアン
サンブル、ゴスペルといった学生音楽団体による公開コンサート、また12月には、音楽で祝うクリスマス礼拝を市民へ公開し行っています。さら
に、重厚な響きが美しいパイプオルガン・コンサートなど、地域の方々にもキリスト教に触れていただくための公開イベントも多数実施していま
す。
また、生命、自然・環境、地域・文化といった現代的課題とキリスト教の接点を探り、共生的な世界の構築を考える研究会や講演会の実施、その
成果を綴った定期刊行物を発行しています。

▪学生支援（2010年度）
内　容 担　当 機　　　能

生 活 支 援
（住居、アルバイト等） 学生部

・大　学　寮：大学の寮として男子寮は「啓明寮」「静修寮」「成全寮」の3寮、女子寮として「清風寮」が 
　　　　　　　あります。いずれも西宮上ケ原キャンパス周辺に位置しています。
・下　　　宿：下宿を希望する学生に下宿紹介を行っています。紹介している下宿は、学生アパート・貸間等 
　　　　　　　が中心です。
・アルバイト：2004年4月よりインターネットを利用して、アルバイトの求人情報を大学のホームページ経由 
　　　　　　　で学生に提供できるようになりました。

経 済 的 支 援 学生部

独自の奨学金制度を多彩に設けています。学費の援助を必要とする学生はもちろん、勉学やスポーツ・文化活
動で功績をあげた学生、留学に熱心に取り組む学生や留学生などを支援します。
また、学生生活を送るうえで不測の事態により、やむを得ない時のための短期貸付金制度や、火災・地震など
によって学生生活が困難な状況に陥った学生が、生活基盤を確立するための援助を行うことを目的として災害
学生特別貸付金制度を設けています。 

修 学 支 援 教務部
キャンパス自立支援課※

障がいのある学生の修学支援に取り組んでいます。
ノートテイク及びパソコンテイク、点訳教材の提供や対面朗読など状況に応じたサポートを実施。支援には養
成講座を修了した学生スタッフが携わっています。

保 健・ 衛 生・
メンタルヘルス等

学生部
学生支援センター※

学生生活でのさまざまな悩みや問題について、専門のカウンセラーなどが相談に応じます。「なんでも法律相
談」では、卒業生の弁護士が無料で相談に対応。その他、フリールームの開放や性格テストなども提供し、学
生生活を円滑に送られるようサポートします。

就 職 支 援 キャリアセンター

正課・正課外・エクステンションの各プログラムの連動による「ライフデザイン・プログラム」を教養教育と
位置づけ、入学から卒業までの4年間を通じたキャリア支援を行っています。
西宮上ケ原、神戸三田、大阪梅田の各キャンパスに設置しているキャリアセンターには、知識豊富なキャリ
ア・アドバイザーが常駐し、進路選択や就職活動、資格取得などに関するあらゆる相談に応えます。
また、WEBサービス「キャリア支援システム」を通じ、求人情報や会社説明会、企業・団体への先輩たちの
就職実績や就職活動体験記など、さまざまな情報を提供しています。 

※2011年度、総合支援センターとして統合
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内　容 組織名 機　　　能

国 際 交 流 国際教育・協力センター
本学の国際交流、国際教育の充実発展及び国際協力の推進を目的とし、本学の学生、教員および常に増加して
いる海外からの学生、教員に対して相互理解や教育的な交流のための交換留学や外国語研修、各種セミナーな
ど、多彩な国際教育・協力プログラムを提供しています。

資 格 取 得 支 援

教職教育研究センター 中学校・高等学校の教職課程を支援しています。学年に合わせて計画的で適切な科目履修を指導するととも
に、個別相談にも対応。最終年度の教育実習へとつなげます。

聖和キャンパス実習支援室 教育学部及び聖和短期大学学生の教員免許状（小学校、幼稚園）、保育士証の取得のために、必要な実習に関
する業務を行っています。

教務部生涯学習課 社会の多様なニーズを的確に捉えながら、伝統ある「国際性」と「ビジネス」など総合大学の強みを活かした
豊富な講座を開講しています。

▪奨学金（2010年度）
■支給奨学金（返還不要）

種　　類 要　　　件

入
学
時

入学時育英奨学金〈給付制〉 一般入学試験、大学入試センター試験を利用する入学試験に極めて優秀な成績で合格し、入学手続きを完了した者

入学時クレセント奨学金
〈給付制〉

スポーツ能力に優れた者を対象とした入学試験（神・社会・経済・商・人間福祉・国際・教育・総合政策・理工学部）、文学部特別選
抜入学試験（スポーツ活動）及び AO 入学試験（文化・芸術・スポーツ活動で顕著な実績をもつ者）に極めて優秀な成績で合格し、入
学手続きを完了した者

高田昇二奨学金〈給付制〉 人物に優れ、学資の援助を必要とする新入生

2
～
4
年
生
対
象

育英奨学金〈給付制〉 学業成績が特に優秀で、勉学に熱意を有する者

クレセント奨学金〈給付制〉 文化・芸術・スポーツ・社会貢献活動などの正課外活動において顕著な成果を修めた者

奨励奨学金〈給付制〉 学術または正課外活動（文化・芸術・スポーツ・社会貢献活動など）において特に顕著な成果をあげ、かつ人物として優れた者

関西学院同窓会奨学金
〈給付制〉

文化・芸術・スポーツ・ボランティアなどの分野で顕著な成果をあげることで関西学院の名を広めるとともに、学業、人物ともに優秀で他の
模範となるような顕著な功績をあげた者

全
学
年
対
象

関西学院大学支給奨学金 A
〈給付制〉 学力、人物ともに優秀で学資の援助を必要とする者

関西学院大学支給奨学金 B
〈給付制〉 修学の継続と向上をめざしている者で、極めて家計困窮度が高く、学資の援助を必要とする者

中谷記念奨学金
〈給付制〉

体育会および応援団総部に所属する学生で、スポーツ活動など学生活動で優秀な成果をあげ、人物として優れた者であり、かつ経済的援
助を必要とする者

佐伯海外留学支援奨学金 交換留学に派遣される学生で学業・人物ともに優れ、意欲的に勉学に取り組もうとする者

関西学院大学後援会奨学金
〈給付制〉 原則として１年以内に家計支持者の死亡や病気・事故、倒産などの理由で家計が急変し、学費納入が困難な者

国連学生ボランティア奨学金 国連学生ボランティアとして開発途上国に派遣される者

利子補給奨学金 提携教育ローンを利用し、利子を支払った者

■貸与奨学金（返還要）
種　　類 要　　　件

入
学
時

入学時貸与奨学金
〈無利子貸与制〉 入学試験に合格し、入学申込金を完納した者のうち、学費の納入が極めて困難な者

全
学
年
対
象

第 1 種貸与奨学金
〈無利子貸与制〉

修学の継続と向上をめざしている者で、学費の援助を必要とする者
第 2 種貸与奨学金
〈無利子貸与制〉

特別貸与奨学金 家計などの急変により就学が著しく困難な者

■その他の奨学金
　学部、研究科等の奨学金の他、日本学生支援機構奨学金、民間育英団体や地方自治体の奨学金があります。


